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量であり，on-off 弁の開閉は Table 2 の組み合わせの
みとし，流量は近似的に離散値入力となる． 
 [kg/s]， [kg/s], 
はそれぞれ流量の値である．これにより，線形入力
(連続信号) を離散値入力(離散値信号) に変換す
る量子化器 :  
       (7) 
がシステムに内蔵されていると考えることができる．











Table.2  on-off 弁の組み合わせとその流量 
 Val.#1 Val.#2 Control input  
吸気 On - 
 
排気 - On 
 



























っている．今回用いる 3 値の入力のうち ， の
入力値は互いに素であるため， 
任意のαに対して i ＋j  =αを満たすような
























































1 回 2 回 3 回 4 回 
1 回 -0.353 3.549 7.451 11.353 
2 回 -4.608 -0.706 3.196 7.098 
3 回 -8.863 -4.961 -1.059 2.843 















 次に，追加入力の作成を行う．今回は 9 つの入力パ
ターンを作成した．Fig.3は除振台の変位の変化量が
[m]となる入力パターンである． 
 
Fig.3 追加入力とその応答 
 Fig.4は追加入力を加えた場合の除振台の応答で
ある．追加入力の 9 パターンの中から定常偏差に応
じた追加入力パターンが適切な点で印加されること
によって制振性能は保ったまま，除振台の定常偏差
の部分が適切に取り除かれている． 
 
Fig.4追加入力を加えた場合の除振台の時間応答 
 Fig.5は追加入力の入っていない場合との比較と
なっており，もともとの応答から制振性能がほぼ劣
化せず，定常偏差が取り除かれていることがわかる． 
 
Fig.5 除振台の応答の比較 
３） まとめ 
 適切に追加入力を作成し，作成した入力列と不感
帯を用いてフィードバック制御とフィードフォワー
ド制御を組み合わせることで，on-off 弁を用いた空
圧式除振台の定常偏差を取り除けることが分かった． 
